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　　　　　　　入年前の改暦諮問交書
　三際聯盟が1922年のロ1マに於ける國際天文同盟の改暦委員會の決議報
告を受けて，いよ言々1923年（大正12年）の秋，事務総長の名を以って列國
へ通堕した文書は，外務省から國内各市町村へ回附せられて，一慮理事者
たちの形式的な意見を聞いたものである．今から顧みると，可なり奮文書
ではあるけれど，我が國の地方理事者の此の問題に封ずる態度と，搾れを
一般民衆に諮らないで，只，どこまでも形式的に庭丸して了うとした官僚
思想を，後世への見本としてこ」に掲げる　　こんなことで，國民のため
　　　　　　　　　　　　　　あまくだの暦法が定められ，何から何まで天下り的に押しつけられては，たまった
ものでなV・．L官吏に非ざれば人に了すとコいふ奮幕時代の思想が，今日も
爾ぼ東京方面の官等に存在することを，誠にあきれる次第である．
　　　　　　　　　國際聯盟事務繕長來翰謬文
　本員ハ國際聯盟交通委員會が捕縛界殊二運輸業二於ケル現行暦ノ著シキ
不便二鑑ミ暦改正問題テ白白シ之二關シテ白総會二於テ次ノ決議テ爲セル
コトテ○○政府二通告スルノ光榮ヲ有ス．
　交通委員會ハしグレゴリアン「暦二加ヘラル・改iFlノ調査が一層統一シ且
合理的ナル時ノ測定二丁リ経男呼寄託際交通ノ状態ラ眞二釜スル所アルベ
キヲ認メ該調査委員長ヨリ其名テ以テ豫備交渉ノ下学法皇，希蝋教會長及
カンタ（ごり大主教二致セル招講ノ快諾テ得業ルラ慶プ．
1，嚴正ナル教義上ノ見地ヨリシテ改暦ノ調査ノ・，復活祭ノ確定二關シ，叉
　肝腎ー般的ナルLグレゴリアジ暦改iEノ問題トシテ，四三二ラル・ガ如
　キ突破シ難キ困難二遭遇スルモノニアラザルコ5．
2，一般ノ意見トシテ，暦ノ改正，殊二全然宗教上ノ問題タル復活祭ノ確定
　二關スル決定駅馬際各宗教派野営ノ聞ニー致テ見ルニアラザレハ實行不
　可能ナルコト．
3，現存蕪慣ノ攣夏改旺ハ公共ノ生存及経濟的關係二或種ノ改善ヲモタラス
　ノ趣旨テ以テ眞二輿論ノ要求アルニアラザレノ・之テ正當ト認メ叉ハ認容
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　スルベカラサルコト．
テ薮二聲明シ，依テ引績キ協力テ爲スベキコトヲ承諾セラレタル次ノ諸氏
（氏名原文ノ通）ヲ以テ組織スル特別調査委員會ヲ設ケ本問題ノ調査ラ進行
スルニ決定ス・筒ホ次ノ諸氏（氏名原文ノ通）モ之ヲ招請シ本委員會二参加
ヲ求ムベシ．
　特別調査委員會ハ1922年五月羅馬二開會ノ際，國際天文同盟ノ起案二係
ル案，及差潮商業會議所ノ1922年六月倫敦會射干於テ獲表シタル希望ヲ基
本案トシ，暦ノ改正二輪スル問題ノ調査ヲ爲スベシ．
　本決定・・之テ各國政府及關係宗教當局二通知シ，之二封シテ1924年三月1
日以前二其ノ有益卜認ムル諸般ノ意見若クハ勧告テ委員會二提出セン］F
テ求ムヘシ．
　余ハ又薮二前記決定ノ如ク設置セラレタル特別委員會ノ事業ノ基本タル
ベキ1922年五月羅馬二開催セル國際天文同盟ノ改暦委員會議事録及萬國商
業會議所ノ上表セル希望テ同封閣下二面達スルノ光榮テ有ス．
　前記決定由基キ添付本文調査ノ上，政府ノ關係當局ヨリ提出セラルベキ
之二品スル諸般ノ意見若クハ霊廟テ余ヨリ同委高唱二逸出ノ爲メ右逸附ア
ラムコトテ閣ドニ乞フモノナリ．但シ本件二面スル回答ハ必須ノモノナル
モ全然諮問的且豫備的性質ノモノナルテ以テ本問題二關シ後日決定的措置
テ探ルが爲メ會議ノ招集テ見ルコトアリトスルモ其ノ盛合二於テ右ノ、何等
政府ラ拘束スルモノト見倣サル・コトナカルヘク，叉調査委員會ノ事業ノ
基本タルベキ添付文ハ改iE玉案ノ雨漏程度賄付テ毫モ諸般ノ創意テ局限ス
ルノ意志ナク軍二能フ限り調査ノ項目テ明示シ且世上二認メラレタル考案
ト意見トノ比較テ容易ナラシムルが爲メ探国難ルモノニ外ナラザルナリ．
1923年十一月1日　　　　　　　　　　　　ヂユネ1ウニ於テ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國際聯盟事務無畏署名
　　　　　　　ig22年開催ノ國際天文同盟ノ決議
委員會ノ爲セル事業ノ結論ハ之テ約スレバftノ三下鮎二二ス．
　（1），52週ノ外二1日若ハ2日ノ無週日テ存シ，一定日・・必ズー定曜日二
　　該當スルノ暦テ探用スルコト・
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（2），現存ノ十こ二月22日二當ル日テ八月1日トナスコト．
（3），　364日テ四等分シ，共ノ各部分ノ、日数各30日ノ2ヶ月，日数31日ノ
1ケ月，即チ計91日トシ，別二14日及28日毎二補助的匿分テナス卍巴
　テ妨ゲサルコト．
1921年倫敦昌二言ノ第1回萬國商業會議所ノ可決セル改暦決議．
萬國商業山前忌詞議へ暦ノ改正二關スル島隠委員會ノ提議二係ル決定即
チ次回二世界ノ宗教界，墨術界寸前業界ノ各代表者ヲ網羅シ永久不攣ノ暦
ノ最用テ籍…議スベキtt寺男Ij會。義ノ方針ヲ：承認フ．
大正13年十月24日
　　　　　　暦ノ改正昌關スル答申書
　　　　　　　　　　　　　京都商業會議所會頭　濱　岡　光　哲
　　農商務次官　中　井　鋤　作殿
商第5765號ヲ以テ御諮問相成候暦ノ改il三二關シ左記経回答申候也．
　　　　記
諮問第1項　異議ナシ
　理　　　由
　週テー定スルコト・・一般祉會行事ノ日取テー一定シ叉復活祭ノ如キ宗教祭
　日テモー定スルテ以テ大イニ便宜テ得ルニ相違ナク殊二隊米人一般ノ希
　望スル所ナルベシ，但シ1年二1回忌クハ2日ノ無週日テモ生ズルテ以テ
　之レラ全世界ラ通ジテノ意義アル公休日トナス時ハ最モ妙ナラム．
　要スルニ本問題中幅國ノ利害二二係スル所動ケレバ之が決定テ鰍米；譲
　リ，我國・・只其改iE二質成スー・’キモノト認ム．
諮問第2項年始ヲ冬至二二ムルノ必要ラ認メズ
　理　　　由
　隊米諸相ノ、冬至ヲ以テ年始トナスヲ便利トナスベキモ我國自門テハ立春
　年始ヲ理想トナス・併シ斯ル国儀世界話≒通ノ利廻ラ考慮シテ決定スベキ
　問題ナレバ駅亭二便利ナレバトテ立春年始テ主張スルノ理由立チ難キト
　同時二，隊米諮國二便利ナレバトテ冬至ラ以テ年始二改ムルノ理由モ立
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　チ難カラム．故二本問題二封シテハ改IEノ必要ヲ認メズ・換言セバ原案
　二質成テ表スルコト能ハズ．
諮問第5項　異議ナシ
　理　　　由
　改正二因リ現行暦ヨリモ利便ラ壇スコト大ナレバ原案通リ決行サレンコ
　トテ希望ス。
　　　　　　　　　　　附　　　　記　　（2）
　八年も以前に，こんな公文書が國内に於いて交換されてるたのは，驚く
の外はない．吾々の確聞する所によると，ほ“h同様の文書が，内務省から
も，全國の各府縣各市町村役場へ途附されたといふ．そして，恐らくは皆
L御無理御尤も■EV・ふ形式の回答が，折り返し，内務省へ集まったのでは
なかったかP！
　上の京都商業會議所會頭の回答書は，味って讃んで見ると，中々堂々た
るものである．一　　しかも此の如き回答を提出して置いた筈の回議所が
今年になって，全く前の事は忘れた顔付きで，今夏らしく改暦問題の研究
座談會を開き，「改暦は下るべく保留されたい」などと狼狽してゐられるの
も滑稽である。
　去る九月一日，途に下の如きパンフレツ5が出版された・
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償35鏡，郵逡料2銭．僅少の部激は本會（天文同好會）事務所にあり．至急
申越されたし．
